
 「心身再生の郷」 「心身再生の郷」

村民憲章
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう
１．私たちは 美しい自然を守りましょう
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう  

村民憲章
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう
１．私たちは 美しい自然を守りましょう
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう  

村民憲章
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう
１．私たちは 美しい自然を守りましょう
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう  

村民憲章
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう
１．私たちは 美しい自然を守りましょう
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう  

十
津
川

十
津
川
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紀
伊
山
地
砂
防
事
務
所
で
は
、平
成
23
年
の
紀
伊

半
島
大
水
害
の
際
に
、奈
良
県
お
よ
び
和
歌
山
県
で

発
生
し
た
河
道
閉
塞
等
に
つ
い
て
、二
次
被
害
の
防

止
及
び
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
、土
砂
災
害
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

村
内
の
長
殿
、栗
平
の
２
地
区
お
よ
び
五
條
市
大

塔
町
赤
谷
地
区
で
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

【
長
殿
地
区
】

　

長
殿
地
区
で
は
、河
道
閉
塞
土
砂
が
、越
流
に
よ

っ
て
侵
食
さ
れ
な
い
よ
う
天
端
に
水
路
を
整
備
し
、

閉
塞
土
砂
の
脚
部
に
は
侵
食
の
進
行
を
防
止
す
る

た
め
の
砂
防
堰
堤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、 

洪
水
流

を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
排
水
路
等
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、不
安
定
な
土
砂
を
除
去
し
、斜
面

の
拡
大
崩
壊
を
抑
制
し
ま
す
。

　

現
在
、崩
壊
の
進
行
を
防
止
す
る
た
め
の
基
幹
と

な
る
砂
防
堰
堤
や
、洪
水
流
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る

た
め
の
仮
排
水
路
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、斜

面
の
拡
大
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、不
安
定
な
土
砂
を
除

去
す
る
工
事
を
施
工
中
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
っ
て
、河
道
閉
塞
土
砂
の
急

激
な
侵
食
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、一
定
の
安
全

度
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

【
栗
平
地
区
】

　

栗
平
地
区
で
は
、堆
積
し
た
土
砂
の
流
出
を
防
止

す
る
た
め
の
砂
防
堰
堤
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、堆

積
し
た
土
砂
の
流
出
防
止
お
よ
び
洪
水
流
を
安
全

に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
排
水
路
等
を
整
備
し
ま
す
。

　

現
在
、堆
積
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
砂
防
堰

堤
を
施
工
中
で
あ
り
、平
成
28
年
度
末
ま
で
に
完
成

予
定
で
す
。
ま
た
、堆
積
し
た
土
砂
の
流
出
防
止
お

よ
び
洪
水
流
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
水
路

も
併
せ
て
整
備
中
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
っ
て
、土
砂
の
急
激
な
流
出

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、一
定
の
安
全
度
が
確
保

さ
れ
ま
す
。

【
赤
谷
地
区
】

　

赤
谷
地
区
で
は
、河
道
閉
塞
土
砂
が
、越
流
に
よ

っ
て
侵
食
さ
れ
な
い
よ
う
天
端
に
水
路
を
整
備
し
、

河
道
閉
塞
土
砂
の
脚
部
に
は
侵
食
の
進
行
を
防
止

す
る
た
め
の
砂
防
堰
堤
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、河

道
閉
塞
土
砂
下
流
側
で
は
、堆
積
し
た
土
砂
の
流
出

を
防
止
す
る
た
め
の
砂
防
堰
堤
等
を
整
備
し
ま
す
。

　

現
在
、崩
壊
の
進
行
を
防
止
す
る
た
め
の
基
幹
と

な
る
砂
防
堰
堤
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、河
道

閉
塞
下
流
に
堆
積
し
た
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
た
め

の
砂
防
堰
堤
を
施
工
中
で
、平
成
28
年
度
末
に
完
成

予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
対
策
に
よ
っ
て
、河
道
閉
塞
土
砂
の
急
激

な
侵
食
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、一
定
の
安
全
度

が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
紀
伊
山
地
砂
防
事
務
所

河
道
閉
塞（
天
然
ダ
ム
）対
策
の
現
状
に
つ
い
て完

　
了

施
工
中

予
　
定
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み
　
き

氏　
　

名
：
東　

美
希

所　
　

属
：
地
域
創
生
推
進
課

担
当
業
務
：
空
き
家
バ
ン
ク
、
防
犯
灯
設
置

　
　
　
　
　

事
業
補
助
金
、
半
島
振
興
関
係

　
　
　
　
　

業
務

ひ
と
こ
と
：　

今
年
の
３
月
に
十
津
川
高
校

を
卒
業
し
、４
月
か
ら
地
域
創

生
推
進
課
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
と
い
う
経
験
が
初

め
て
で
、学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
毎
日
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

楽
し
く
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
分
か
ら
な
い
事
の
方
が

多
く
、村
民
の
み
な
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。ま
た
、仕
事
で
村
内
を
回
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

　

役
場
の
職
員
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
村
民
の
み
な

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

役
場
の
職
員
で
す
！

第
41
回
児
童
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会

　
　「
日
本
木
青
蓮
会
長
賞
」

奈
良
県
林
材
ま
つ
り

　

児
童
生
徒
木
工
工
作
展

　「
奈
良
県
知
事
賞
」

作
品「
わ
が
家
の
夏
野
菜
」

　
　
　

十
津
川
第
一
小
学
校

　
　
　
　

増
谷　

江
莉
さ
ん（
４
年
）

作
品「
世
界
遺
産
の
玉
置
神
社
」

　
　
　

十
津
川
第
一
小
学
校

　
　
　
　

増
谷　

有
真
さ
ん（
６
年
）

なんだこれ？
みなさんこれ
なんだと思いますか？

珍しい形の
さつまいもでした!

（写真提供：重里　松木平 規代美さん）
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11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第

36
回
十
津
川
村
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
感
謝　

お
お
き
に
！
」で
村
で
は
、

あ
い
さ
つ
代
わ
り
に
よ
く
使
わ
れ
る
と
て
も
親
し
み
や
す

い
言
葉
で
す
。

　

１
日
か
ら
始
ま
っ
た
展
示
発
表
に
続
き
、３
日
に
は
各

種
団
体
の
舞
台
発
表
・
模
擬
店
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の
人
に
触
れ
あ
え
る

温
も
り
の
あ
る
文
化
祭
に
な
り
ま
し
た
。

展示にはたくさんの
出展がありました。ど
の作品も素晴らしい
ものばかりでした。

こんな場所でジャマ
イカ料理が味わえる
なんて！

出谷幼児教室の２人の
かわいいダンス。
会場からたくさんの
拍手が送られました♪

舞台発表のトップバッターを飾った平谷小学校

十津川第一小学校発表による
伝統のわらべうた

第３６回 十津川村文化祭
～感謝～おおきに！



　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190
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議
会
だ
よ
り

　

平
成
28
年
十
津
川
村
議
会「
第
３
回
臨
時
会
」が

11
月
７
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

第
３
回
臨
時
会

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　

次
の
工
事
に
つ
い
て
、請
負
契
約
の
締
結

を
行
い
ま
し
た
。

　

※

平
谷
地
区
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー新

築
工
事

　

契
約
の
金
額 

６
１
，３
４
４
，０
０
０
円

　

契
約
の
相
手
方 

日
浦
建
設

役
場
人
事
異
動　

※

（　

）内
は
旧
職

平
成
28
年
12
月
１
日
付

○
課
長
補
佐
級

▼
大
前
貴
広
・
観
光
振
興
課
課
長
補
佐（
兼
）建
設
課
主
幹（
観
光
振
興
課
課
長

補
佐
）

議会を傍聴してみませんか？
　議会の傍聴は、村政を知るよい機会です。手続きは
簡単です。一人でも傍聴できます。
　詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

☎0746（62）0002

　奈良県広域消防組合では、119番通報を平成28年２月から橿原市にある通信指令センターで

共同受信しています。通信指令センターでは、119番を受信すると瞬時に災害地点が地図上に表

示され、最寄の消防署へ出動指令を流

します。

　通報で得た情報を、出動車両に搭載

された消防用ナビに、通報内容・災害

地点を詳細に表示するため、正確に現

場に急行することが可能となりました。

　通報時には、通信指令員の問いか

けに正確な情報を落ち着いて答えてく

ださい。

火災・救急・救助は、119番！！
～119番通報で、より早く災害現場に到着することに～

最寄の消防署

通信指令センター

通 報

出 動



　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067
地創 62-0910

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

情報広場です

吉野税務署　☎0746（32）3385

農業委員会事務局（農林課）
☎0746（62）0005住民課　☎0746(62)0900
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農業委員の選出方法が変わります！

　農業委員会等に関する法律が改正され、農業委員
の選出方法がこれまでの選挙制及び選任制から村長
の任命制へと変更になりました。
　農業委員については、農業者等から推薦と募集に
より農業委員の候補者を求めて、議会の同意を得て、
村長が任命することになります。
　農業委員の推薦と募集については、詳細が決まり
ましたら、村のホームページなどでお知らせします。
【農業委員の主な業務】
・農業委員会総会における農地の権利移動や転用
に係る許可の審議
・農地等の利用の最適化の推進
・農業者からの相談対応及び農業者への助言指導
【委員の任期】
・平成２９年７月２０日から平成３２年７月１９日まで
　（３年間）
【募集人数】
　・農業委員の定数が１２月議会で審議されます。
【推薦及び募集方法】
　（１） 原則として村内からの推薦
　（２） 農業者の組織する団体等からの推薦
　（３） 一般の募集
【その他】
　新たな農業委員には、利害関係のない中立の立場
の者を１人以上含まれるように推薦及び募集をして
任命することになります。

年末年始の閉庁・休業のお知らせ

　年末年始は、下記の期間閉庁・休業します。
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力お願いします。

【役　場】
　閉庁期間:１２月２９日（木）～１月３日（火）
　※婚姻や死亡などの届け出は、
　　閉庁期間中は、当直が対応します。

【衛生センター】
　休業期間:１２月３０日（金）～１月３日（火）
　※１２月２９日（木）は、
　　８時３０分から１６時までゴミ
　　の持ち込みを受け付けます。

第１３回特別給付金のご案内

【支給対象になる人】
①「第２３回特別給付金」または「第２５回特別給付金」
の受給権を取得された戦傷病者等の妻
②夫である戦傷病者等が、平成１８年１０月１日から平
成２５年３月３１日までの間に、一般のケガや病気で
死亡された人

【請求期間】
　平成２８年１０月１日から平成３１年９月３０日
【額　　面】
　５万円（５年償還の記名国債）

　e-Taxの利用開始のための手続、e-Taxソフト及び確定申告書等作成コーナーの操作などのご質問は、
e-Tax・作成コーナーヘルプデスクにお問い合せください。 
　
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク 
【電話番号】ナビダイヤル(全国一律市内通話料金) ☎０５７０（０１）５９０１ 
【受付時間】月曜日～金曜日　午前９時から午後５時まで
　(祝日等及び12月29日～1月3日を除きます。) 
　※受付時間は変更される場合がありますので、e-Taxホームページでご確認ください。

e-Tax・確定申告書等作成コーナーの利用に関するお問い合わせ
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　特別な事情もないのに国保税を滞納すると、未納期間に応じて次のようなペナルティーが
課せられます。長い間滞納すると、財産の差押えなどの処分を受ける場合があります。さら
に、介護保険を利用するときにも制限を受けるため、サービスが受けられないといったことも
発生しますので、納め忘れのないようにしましょう。

災害、その他特別な事情で国保税の納付が困難な場合は、国保税の減免が受けられる場合がありま
す。早めに財政課の窓口へご相談ください。

今月は、国保税第７期の納期です。
納期限は１月４日ですので、納期内に忘れず納めましょう！

国保だより

▶国保税に関することは・・・・・財　政　課　☎0746（62）0903
▶保険証や医療に関することは・・住　民　課　☎0746（62）0911

―　お問い合わせ　―

国保税の納付が困難なときはご相談ください・・・

保険証の代わりに「資格証明書」が交付されます。
資格証明書は保険証ではありませんので、お医者さんにかかるときは、いったん医療費を
全額自己負担することになります。
後日、領収書を添えて、申請すれば国保の給付分（7割から９割）の払い戻しを受けられます。

国保の給付分（７割から９割）の全部または一部が差し止めになります。
また、介護保険の第２号被保険者がいる場合は、介護保険の給付も制限される場合があり
ます。

差し止められた国保の給付分（７割から９割）から滞納分が差し引かれます。
また、財産の差し押さえをする場合もあります。

督促状や催告書を送付することがあります。

有効期間の短い「短期被保険者証」が交付されます。

◆ どうしても納付が難しいときは ◆　

国保税の納付は簡単、便利な口座振替がおすすめです！

※申込みの手続きは・・・納税通知書、預貯金通帳、通帳の届出印を持参して、役場指定の金融機関
　　　　　　　　　　　【南都銀行・新宮信用金庫・奈良県農協十津川支店・ゆうちょ銀行】へ直接申
　　　　　　　　　　　し込んでください。

①納期限を過ぎると

②それでも納めないでいると

③納期限から１年を過ぎると

④納期限から１年６か月を過ぎると

⑤それでも納めないでいると



村報とつかわ 2016.129

　村税は、住民サービスを推進する上で非常に重要な財源です。滞納することは、納期内に納税してい
る人との公平性を欠きます。
　村は県の指導助言のもと、村税の納期限が過ぎても納付のない人に対して滞納処分をより強化して
います。

　確定申告をしたことにより所得税が還付になる場合、村税に滞納のある人については、差押の手続を行った
うえで、すべて村税に充当します。差押するにあたり、本人の承諾は必要ありません。
　なお、村税を分割納付していただいている人も所得税還付金差押の対象となります。

　災害や家族の病気、失業などにより村税の納付が困難な場合は、一人で悩まず、放置せず早めにご相談くだ
さい。
　一括納付が難しい場合には、分割納付に応じることもできます。まずは納付できない理由をお聞かせ下さい。

11月・12月は村税・県税の一斉滞納整理強化月間です

◎滞納処分とは
　村が滞納者の財産を差押することです。
◎差押の対象となる財産
　預貯金、給与、年金、生命保険、所得税還付金
　土地、家屋、絵画、自動車など
◎納税は国民の義務です
支払能力があるにもかかわらず遊興費・ローン
の返済などを優先し、納税いただけない人など
が滞納処分の対象となります。

◎納期内納付にご協力ください
村税の納付は納期内の自主納付が原則です。　
納期限を過ぎた場合は督促状などの発送に経費
がかかり、その経費も村税で負担することになり
ます。納期内の納付にご協力をお願いします。
◎延滞金について
延滞金は、納期内納付している大多数の人との
公平性から課されるもので、納期限の翌日から完
納の日までの日数に応じて計算され徴収します。

納税が困難な人は、一人で悩まず放置せず、早めに相談を

村税に滞納のある人は、所得税還付金をすべて差押します

◎滞納処分までの流れ

納期限を過ぎると督促状を発送します。
延滞金が発生する場合があります。
文書や電話などで納税の催告を行います。

督促・催告

納税通知書（納付書）発送

勤務先、金融機関、生命保険会社、官公庁などへ財
産調査を行います。

財産調査

再三の催告にも応じず、納税相談の連絡がない場
合は、財産を差押ます。

滞納処分（財産差押）

債権は原則即時で取立します。
不動産については、公売により換価し、税に充当します。

財産調査・・・31件　　差押・・・７件　　文章・電話・臨戸催告・・・随時

換価

◎平成27～28年度の滞納整理状況

軽自動車や原付バイクなどは、毎年4月1日に所有している方に課税されます。
使用していない車やバイクにナンバーがついたままになっている場合は、廃車手続をし
ないと、いつまでも税金がかかります。
4月1日までに廃車手続きされることをおすすめします。

軽自動車やバイクの廃車は４月までに！！
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健康だより

お問合せは  ・・・  住民課　保健衛生係　☎０７４６（６２）０９１１

　「脳ドック」とはMR（磁気共鳴画像）を用いた脳の検査で、無症状または
未発症の脳卒中や脳腫瘍などの脳の病気を早めに見つけ、予防に役立つ
ものです。
　村では、この「脳ドック」の検査にかかる費用の一部を補助します。

脳ドック助成制度のお知らせ

※検診当日、医療機関で支払い（一時立替払い）が発生しますのでご注意ください。
※加入している社会保険などで脳ドックの費用の助成がある人は利用できません。

①村内に３か月以上住所を有している満40歳以上の人
②頭部疾患による治療（経過観察中を含む）を受けていない人
③村税や保険料（税）を滞納していない人

指定なし
※希望される医療機関に「脳ドック検査」を行っているか直接お問合せく
　ださい。

申請方法

補助金額

医療機関

対　　象

①希望者は住民課へ申請手続きを行い、通知決定後に希望の医療機関で
　脳ドック検査を受けてください。

②検査料金は、申請者が一時立替払いをしてください。

③申請者は、指定の申請用紙に医療機関が発行する領収書原本を添えて
　住民課まで提出してください。

④後日、申請があった口座へ村から振込みをします。

対　    象

生活保護受給者

上記以外の者

助  成  額

検査費用全額

検査費用の7割

上  限  額

３万円

2万円

※1人につき年度で1回補助が受けられます。
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大和高田年金事務所 　　☎0745（22）3531
住民課（国民年金窓口）　☎0746（62）0900

お問い合わせは・・・

　公的年金制度とは、年老いたときやいざというときの生活を、働いている世代のみんなで支
えようという考えで作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し、保険料を納め続けることで、老後や病気・ケガで
障害が残ったとき、また家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度
です。

20歳になったら国民年金
公的年金って？

国民年金加入手続きの流れ

　学生でない50歳未満の人で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、本人の申請に
より国民年金保険料の納付が猶予されます。
　猶予期間は1年ですので必要に応じて毎年申請してください。
　※平成28年6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

若年者納付猶予制度

　学生の人は、一般的に所得が少ないため、本人の申請により国民年金保険料の納付が猶予さ
れます。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限1年以上の課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する
人です。
　申請は、毎年必要で、学生証の写しまたは在学証明証の添付が必要です。

学生納付特例制度

20歳の誕生月の前月に「国民年金被保険者資格取得届書」に
必要事項を記入し、住民課もしくは年金事務所に提出する。

「年金手帳」が届きます。
（保険料の納付の確認や将来年金を受け取る際に必要です。）

「国民年金保険料納付書」が届きます。
保険料は、金融機関のほか、コンビニエンスストア、電子納付もできます。
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10
月
９
日
、「
第
34
回
全
国
道
場
対
抗

剣
道
大
会
」に
奈
良
県
代
表
で
出
場
し

た
南
十
津
川
剣
道
ク
ラ
ブ
の
乾
さ
く
ら

さ
ん
。

　

結
果
は
、小
学
校
女
子
の
部
で
全
国
３

位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
、乾
さ
ん
が
大
会
の
気
持
ち
を

書
い
た
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
は
、兄
と
一
緒
に
幼
児
教
室
の
時
か

ら
剣
道
を
始
め
ま
し
た
。
始
め
て
か
ら
、

２
年
く
ら
い
の
間
は
試
合
に
い
っ
て
も
負

け
て
ば
か
り
で
し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち

は
試
合
中
に

「
下
が
る
な
、声
を
出
せ
。」

と
応
援
し
て
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
監

督
は
試
合
で
負
け
た
時
、

「
し
っ
か
り
大
き
な
声
を
出
せ
た
か
？
」

と
聞
か
れ
、ま
ず
声
を
出
す
事
が
一
番
大

事
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、何
回
も
何
回
も
試
合
に
出
る

う
ち
に
、１
勝
、２
勝
と
勝
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、小
学
校
最
後
の
年

に
、奈
良
県
の
道
場
大
会
の
女
子
の
部
で

「
優
勝
」す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

奈
良
県
代
表
と
し
て
広
島
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
監
督

か
ら
は
、

「
遠
い
間
か
ら
面
を
打
て
。」

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、２
回
戦
目
は
思

い
き
り
面
を
打
つ
と
き
れ
い
に
入
り
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
準
決
勝
で
す
。
相
手
は
千

葉
県
代
表
の
鈴
木
選
手
で
し
た
。
合
い

面（※

１
）で
相
手
の
方
に
旗
が
上
が
り

私
は
こ
こ
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
試

合
後
は
、と
て
も
く
や
し
か
っ
た
の
で
す

が
、応
援
席
に
戻
る
と
他
の
道
場
の
友
達

や
先
生
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
か
ら

「
お
め
で
と
う
。」

と
言
っ
て
も
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、南
十
津
川
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
の
古
田
監
督
や
津
賀
先
生
、十
津
川

剣
道
ク
ラ
ブ
の
先
生
方
に
毎
日
熱
心
に

指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
稽
古
の
元
立

ち（※

２
）を
し
て
く
れ
た
り
、か
っ
こ
い

い
試
合
を
見
せ
て
く
れ
た
先
輩
方
、追
い

込
み
な
ど
し
ん
ど
い
時
、一
緒
に
頑
張
っ

た
ク
ラ
ブ
の
み
ん
な
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

私
は
中
学
校
へ
行
っ
て
も
毎
日
の
練
習

を
頑
張
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、私
達
と
一
緒
に
剣
道
を
し

ま
し
よ
う
。

※

１…

相
手
が
面
を
打
っ
て
く
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
っ
て
、相
手
よ
り
先
に

面
を
打
つ
こ
と
。

※

２…

２
人
で
稽
古
す
る
場
合
打
た
せ

る
側
の
こ
と
。

南
十
津
川
剣
道
ク
ラ
ブ
　
乾
　
さ
く
ら

「
広
島
全
国
大
会
」



村報とつかわ 2016.1213

教育だより
第100号

　

１１
月
５
日
、昴
の
郷
多
目
的
広

場
で
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
か
れ
ま
し
た
。奈
良
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
協
力
で
恒
例
と
な
っ

て
い
る
行
事
で
、保
育
所
の
年
中

組
か
ら
小
学
生
ま
で
が
参
加
し
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー

の
基
礎
練
習
や
、ボ
ー
ル
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
な
ど
に
参
加
し
、元
気

い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
時
開
催
で
、中
学
生

以
上
を
対
象
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。現
役
モ

デ
ル
の
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
も
身
体
を
動
か

し
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
一
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

１０
月
２０
日
、村
内
の
小
・
中
学
校
で
新
十

津
川
町
で
収
穫
さ
れ
た
新
米
を
給
食
に
取

り
入
れ
た「
絆
給
食
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

９
月
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
に
続
き
、第
二

弾
と
な
る
今
回
の
食
材
は
、「
ゆ
め
ぴ
り

か
」と
い
う
品
種
の
新
米
で
、キ
ラ
キ
ラ
輝

く
お
米
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１１
月
10
日
、野
迫
川
村
ふ
れ
あ

い
広
場
で
、平
成
28
年
度
内
吉
野

体
育
協
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
十
津

川
村
と
野
迫
川
村
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
、二
村
チ
ー
ム
が

見
事
に
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。二

村
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
、お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

○
大
会
結
果

　

１
位　

二
村
チ
ー
ム

　

２
位　

西
川
チ
ー
ム

　

３
位　

野
迫
川
Ｂ
チ
ー
ム

　

４
位　

野
迫
川
Ａ
チ
ー
ム

　

県
の
文
化
財
保
護
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る
奈
良
県
文
化
財
保

護
功
労
者
表
彰
で「
小
原
踊
り
保
存
会
」

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰

内吉野ゲートボール大会内吉野ゲートボール大会

サッカー
フェスティバル
サッカー

フェスティバル

 新十津川町との絆！

新米で絆給食

受賞おめでとうございます！受賞おめでとうございます！

小学生早期 英語教室小学生早期 英語教室

小原踊り保存会
顧　問　滝　幸夫さん（左）
副会長　林　　保さん（右）

　

十
津
川
高
等
学
校
を
会
場
に
、

小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
し
た
英
語
教
室
を
月
に
２
〜
３

回
、土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

英
語
に
親
し
み
、音
声
や
基
本
的

な
表
現
に
慣
れ
親
し
む
た
め
の
教

室
で
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、教

育
課
ま
で
お
気
軽
に
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 
（
☎
６
２‐

０
０
０
３
）

←３・４年生
講師
ジョラン・
フェレリさん

5･6年生→
講師

野長瀬 譲さん





おめでたおめでた
岡田季実佳 2日
父：亥早夫　母：七美　（五百瀬）

（きみか） 　女

上垣　恵那 6日
父：幸治　母：小由里　（谷垣内）

（えな） 　 女

玉置　鈴佳 10日

　　11月

　　11月

　　11月
父：剛児　母：真知子　（平　谷）

（すずか） 　女

おくやみおくやみ
88

93

68

88

90

7

10

18

28

28

歳

歳

歳

歳

歳

11月

11月

11月

11月

11月

日

日

日

日

日

（重　里）

（重　里）

（内　原）

（平　谷）

（小山手）

十津川高校だより

（敬称略）

人のうごき

村報とつかわ 2016.1215

□
学
校
活
動

○
生
徒
会
連
絡
会
清
掃
活
動

　

10
月
26
日
、全
校
生
徒
で
、湯
之

原
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、こ
だ
ま
の

里
、高
森
の
郷
の
施
設
で
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
も
地

域
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

○
第
37
回
文
化
祭「
文
武
祭
」

　

11
月
５
日
と
６
日
に「
文
武
祭
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
１
日
目
に
大
阪

府
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
、大
柴
広
己
さ
ん
を
お
招
き
し
、

文
化
鑑
賞
を
行
い
ま
し
た
。
大
柴
さ

ん
の
ま
っ
す
ぐ
な
歌
声
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
の
あ
る
歌
詞
、ギ
タ
ー
一
本
で
奏

で
る
音
色
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。

　

２
日
目
は
、屋
内
展
示
や
各
ク
ラ

ス
・
育
友
会
に
よ
る
模
擬
店
、午
後
は

ク
ラ
ス
や
有
志
に
よ
る
舞
台
発
表
を

行
い
、生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
表

情
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
度
も
、本
当
に
た
く
さ
ん
の
ご
来

場
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

□
部
活
動
報
告

〇
ボ
ー
ト
部

　

11
月
６
日
、全
国
高
等
学
校
選
抜

ボ
ー
ト
大
会
近
畿
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
予

みなさまのご相談をお待ちしています
☎0747(22)8005

毎月第3水曜日に開催!
五條市の北本弁護士による無料法律相談
毎月第３水曜日 14時～16時
役場第１会議室
（場所が変更される場合があります）
※毎月２人まで相談可。（電話予約が必要です）
五條本町法律事務所 北本弁護士まで

お誕生日おめでとう！

峯砂　雅衣ちゃん（上野地）
１２月６日生まれ（満３歳）

元気に大きくなってね！

父…安雄　母…まゆみ

ま　い

偶数月（４・６・８・10・12・２月）
の開催になります。

勝山　翼ちゃん（玉垣内）
11月6日生まれ（満3歳）

　これからも元気
いっぱい遊ぼうね？？

父…敏也　母…ひとみ

つばさ

大谷　優脩ちゃん（重里）
１２月２２日生まれ（満１歳）

お兄ちゃんとこたつで
　ゴロゴロ大好き♪

父…芳史　母…淳子

ゆうな

選
に
出
場
し
ま
し
た
。
男
子
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル
で
１
年
生
足
高
洋
輝
さ
ん
と

２
年
生
丸
橋
慧
大
さ
ん
の
ペ
ア
が
７

位
か
ら
12
位
決
定
戦
で
見
事
１
着
で

ゴ
ー
ル
し
、全
体
で
７
位
に
な
り
ま

し
た
。

田上知佐子

榊本フミコ

中上　輝夫

中　　正博

小野　　一

ふ
み
た
け
さ
い



発
行
編
集・お

問
い
合
わ
せ
先：十

津
川
村
総
務
課

〒
637-1333 奈

良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
小
原
225-1

2016（
H
28）年

12月
1日・663号

  「
心
身
再
生
の
郷
」 

●世帯数　1,845世帯（-4世帯）

●人　口　3,498人（-7人）

【平成28年12月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,734人（－3人）
女性  1,764人（－4人）

十
津
川

十
津
川

写真：伊葉為利さん（大字内野）

集落の絶景
雪の結晶

使い切らない 空にしない 切らさない　１週間分の備蓄を日常に

小原診療所 
☎ 0746（63）0040

土曜診療日受付／ 8:30 ～ 11:15

診療所からお知らせ
受付／小　原  8:30 ～ 11:15
　　　上野地 14:00 ～ 15:15

整形外科診療日

診療時間／神納川･東中14:30 ～ 15:30
　　　　　　　  玉垣内14:00 ～ 15:30

出張診療

小原診療所
12
1
1

月
月
月

日
日
日

（土）
（土）
（土）

24
14
28

第４週
第２週
第４週

月　日 診療所
12
1
1
1

月
月
月
月

日
日
日
日

22
12
12
26

小 原 診 療 所
小 原 診 療 所
上野地診療所
小 原 診 療 所

午前
午前
午後
午前

（木）
（木）
（木）
（木）

場　所 期　日
神納川地区
生活改善センター
東中公民館
玉垣内集会所

（木）162/（木）191/

（火）311/（火）171/（火）2012/

（火）241/（火）101/（木）1512/

大会運営をお手伝いしてもらえる
ボランティアスタッフを募集して
います。
申込締切：平成２９年１月１３日（金）まで
申込方法：教育委員会事務局
             ☎０７４６（６２）００６７
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